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株式会社 設計事務所
一級建築士　大臣登録〇〇〇〇号　　〇　〇　〇　〇
一級建築士事務所　北海道知事登録〇〇〇〇号

北方太郎　様邸新築工事

Ｓ
構　造

基礎伏図　基礎リスト

　※外観検査の合否判定は国交省告示1464号によるほか、JASS6付則　鉄骨精度基準による。　□ポンプ打ちコンクリートは，打ち込む位置にできるだけ近づけて垂直に打ちコンク(7)　押出成形セメント板適用は　□　印を記入する。
　　リートの自由落下高さは，コンクリートが分離しない範囲とする。ポンプ圧送に際 　※超音波探傷検査は母材厚６ｍｍ以上の突合せ溶接を対象とし、合否判定は日本建築学会※壁取付工法 厚さ(ｍｍ)　[□幅600：□50　□60　□75　□100]　[□幅900：□60　□75]構造特記仕様書

が複数ある場合は、共に適用する。□ 　　しては，コンクリート圧送技士または同等以上の技能を有する者が従事する。こと。 　　「鋼構造建築接合部の超音波探傷検査基準・同解説」による。
備　　　　考方　　向 工　　　　法 使　用　箇　所 　　なお，打ち込み継続中における打ち継ぎ時間間隔の限度は，外気温25℃未満の場合

　※工事溶接に対し第三者検査機関による検査ヶ所数は下表による。
　　は120分，25℃以上の場合は90分以内とする。□ロッキング工法1．建築物の構造内容 □縦

検 査 段 階 １ ３２(2)　鉄　筋□横 □ｽﾗｲﾄﾞ工法

30％　以上 100％検査ヶ所数 60％　以上　□鉄筋はＪＩＳ Ｇ３１１２の規格品を標準とする。
　□鉄筋の加工寸法，形状，かぶり厚さ，鉄筋の継手位置，継手の重ね長さ，定着長さ スタート第　１　節4．地　盤(2)　工事種別 　　は「鉄筋コンクリート構造配筋標準図(1)(2)」または「壁式鉄筋コンクリート構造

第　２　節(3)　構造種別 　　配筋標準図(1)(2)」による。
(1)　地盤調査資料　□木造(W)　　　　　□補強コンクリートブロック(CB)　　　　□鉄骨造(S) 　□Ｄ１９未満は，すべて重ね継手とする。継手（Ｄ１９以上）をガス圧接とする場合 以下、上記の方法を繰り返す第　３　節　　□有　(□敷地内　□近隣)　　□ボーリング調査　　□平板載荷試験　　□ｽｳｪｰﾃﾞﾝｻｳﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ　□鉄筋コンクリート造(RC)　　　　　　□壁式鉄筋コンクリート造(WRC) 　　は，日本圧接協会「鉄筋のガス圧接工事標準仕様書」による。

　　□無　（調査予定　　　□有　　　□無) 不合格率　5％　未満の場合　□鉄骨鉄筋コンクリート造(SRC)　　　 □壁式プレキャスト鉄筋コンクリート造(WPRC) 　□溶接部の抜取り検査は，同一作業班が同一日に施工した圧接箇所ごとに(200ヶ所
　□プレキャストコンクリート造(PRC)　 □ (2)　地盤調査計画 　　を超えるときは，200ヶ所ごと)に一回行い，一回の試験は３本以上とする。 不合格率　5％　以上の場合
(4)　階　　数 　□柱の帯筋(ＨＯＯＰ)の加工方法は，□Ｈ型(タガ型)　□Ｗ型(溶接型)　□Ｓ型(スパ□有[　　ヶ所]　□無

　　イラル型)とする。 　※現場溶接の場合は第三者機関による検査を１００％行う。　　□ボーリング調査　　□静的貫入試験　　□標準貫入試験　　□ｽｳｪｰﾃﾞﾝｻｳﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ
(6)　屋上付属物 　□広告塔　　　　　　□高　架　水　槽　　　ton　□　　　　　　　　　　　□ 　□コンクリート及び鉄筋の試験は監督員に提示して認められた第三者機関で行うもの 　※不合格と判定された溶接部は全て補修を行い、再検査して合格としなければならない。　　□土質試験　　　　　□物理探査　　　　□平板載荷試験　　□

　□煙　突　　　　　　□キュービクル　　　　ton　□室外機　　　　　　　　　　　□ 　　とする。 　※ずれ・食い違いの補修方法は、独法）建築研究所監修「突合せ継手の食い違い仕口の(3)　調査試験による基礎の変更の可能性(7)　増築計画 　□有　（　　　）　　□無 　　ずれの検査補強マニュアル」等を参考にする。
　□地盤調査及び試験杭の結果により、杭長･杭種･基礎の深さ･形状変更する場合もある。(8)　付帯工事 　□門塀　　　　　　□擁壁　　　　　□　　　　　　　　□ 　※溶接部の検査（ガス圧接・突合せ溶接）第三者機関による

　※高力ボルト
　　監督員と協議を行い、軽微な変更は工事費に含めるものとする。 　□外観検査(9)　特別な荷重 ・原則として100％実施とする。

　□エレベーター　　　　　人乗 ( ロープ式　油圧式 ) 　　□リフト　　　　ton　　□ホイスト　　　ton　 　□抜取り検査 　□高力ボルトは「ＪＩＳ Ｂ1186の高力ボルト」を標準とする。摩擦面の処理別紙柱状図参照(4)　ボーリング標準貫入値，土質構成
　□倉庫積載床用　　　　　Kg/㎡　　　　　　　　　　　　 □消火水槽　　　　ton □引張試験(JISZ3120)　１検査ロッドにつき　□３本　　□ 　　は黒皮などを座金外径２倍以上の範囲でショットブラスト，グラインダー掛
(10)　その他 □超音波探傷試験(JISZ3062)　　□熱間押抜き試験 　　け等を用いて除去した後，野外に自然放置して発生した，赤さび状態である

１検査ロッドにつき　□３０ヶ所　　□ 　　こと。ただし，ショットブラスト，グリットブラストによる処理で表面あら5．地業工事
[不合格となった溶接部は切り取り再溶接を行うか、残り全数に対して超音波探傷試験を行う] 　　さが50Ｓ以上である場合は，赤さびは発生しないままでよい。2．一般事項

　□高力ボルトの締付けに使用する機器はよく調整されたものを使用し締付けの(1)　基礎及びスラブ下地業　(単位　ｍｍ) (3)　型　枠
　　順序は部材が十分密着するように注意して行う。また，締付けは原則として(1)　使用材料は原則としてＪＩＳ規格品、または大臣認定品とする。

場　　所 捨てコンクリート厚 備　　考切　込　砂　利　厚 □ 材料　　　合板厚　12m/mを標準とする。　　　□ 　　２度締めとする。(2)　設計図書の優先順位は下記による。
□ 型枠在置期間 　　締付け後の検査は,各締付け工法別に適切な締付けが行れているか検査する。尚、特記仕様書と設計図に食い違いがある場合は、原則的に設計者に内容を確認する。 基　礎　下 □50　　□60　　□100

種類 せ き 板 支 柱1)　本特記仕様書 (4)　防錆塗装部地　中　梁 □50　　□60　　□100　 □150　 □□50　　□60　　□100 　位2)　設計図 基礎，はり側，柱，壁 スラブ下 はり下
セ
メ
ン
ト

　1)塗装回数　[工場　□１回　□２回]　[現場補修　□１回　□２回]
3)　標準図  [□鉄筋コンクリート構造配筋標準図　　□鉄骨工作標準図 構造スラブ □50　　□60　　□100　 □150　 □□50　　□60　　□100

早強ポルト 　普通ポルト 高炉セメント 　早強ポルト 普通ポルト 　高炉セメント 　2)素地こしらえ　　□ケレン　　□ブラスト
の
種
類

屋内 □50　　□60　　□100　 □150　 □300土　間 □50　　□60　　□100 ランドセメント　ランドセメント Ｂ種 　ランドセメント ランドセメント　Ｂ種 　3)防錆塗料4)　仕様書　[□公共建築協会　　　　　　　　　　　□　　　　　　　　　　　　]
在
置
期
間
の

　混合セメント 混合セメントスラブ 左記全ての屋外 塗布量　(kg/m2)5)　日本建築学会標準仕様書　　□JASS5　　□JASS6 □50　　□60　　□100　 □150　 □300 摘要 塗　　　料□50　　□60　　□100
　Ａ種 Ａ種 セメント(3)　構造関係材料及び各種試験成績書・検査報告書の作成提出 □要　　□不要

室内室外 １種 ２種
平
均
気
温

(2)  直接基礎   　第三者機関による検査・試験費用は工事費に　[□含む　　□含まない]
□ベタ基礎　　□布基礎　　□独立基礎　　試験堀　□有　□無(4)　設計図書に示されていない材料・工法を採用する場合は文書にて工事監理者の □0.10□ □ 　鉛、クロムフリー錆止め JIS K 5674      

   　地耐力載荷試験　 □有(　　ヶ所・長期設計耐力の３倍を確認する)　□無   　承諾を得る。
コ
ン
ク
リ
｜
ト

□0.09□ □0.13　一般用錆止めペイント JIS K 5621      (5)　梁貫通位置・径・及び箇所数は[□意匠図　□構造図　□設備図]による。
15℃以上 ２ ３ ５ ８ １７

の
在
令

(3)　地盤改良 □0.17□ □ □0.14　鉛丹錆止めペイント JIS K 5622      
5℃以上 ３ ５ ７ １２ ２５ ２８ ２８＊特記無き限り下記仕様とする。但し係員が認めた場合は □無筋コンクリート地業　　□締固め工法　　　□ソイルセメント杭

□0.12□ □ □0.10　シアナミド鉛錆止めペイント JIS K 5625      3．使用構造材料 　この限りでない。 0℃以上 ５ ８ １０ １５ ２８□セメント系固化材攪拌　　□圧密排水工法　　□杭状地盤改良 (H)

圧縮強度が設計基 　4)溶融亜鉛メッキ　　　□行う　　□行わない□杭状地盤改良の使用杭体・工法は　(4)杭基礎　に記す　 圧縮強度が設計基準強度（Fo）の85 ※詳細は標準仕様書による。
必要な □５Ｎ／ｍ㎡ 準強度以上であり％以上又は12N/mm2以上でありかつ(1)　コンクリート ［　□載荷試験　　□一軸圧縮試験　］□行う（　　　ヶ所）　□行わない かつ左記条件にて施工中の荷重及び外力について構造 (単位　ｍｍ)コンクリート (5)　デッキプレート□８Ｎ／ｍ㎡品質基準強度適用箇所 種 類 設計基準強度 スランプ cm 備 考 安全であることが計算により安全であることが確認さ圧縮強度［　□六価クロム溶出試験　　　　　］□行う　　　　　　　　□行わない

確認されるまで。れるまで。□   1)　□床　　　  用　　高さ[        ]　　　　板厚[        ]　[製品名　　　　　　　] Fc = N/mm2  Fq = N/mm2 設計基準強度　Ｆｃ＝　　　　　ｋＮ／㎡
  2)　□合成スラブ用　　高さ[        ]　　　　板厚[        ]　[製品名　　　　　　　]

注）・片持梁，庇，長大スパンの梁下の支柱の存知期間は必要に応じて延長する。18　以下 呼び強度とする18捨てコンクリート 15　18    普通   3)　□型　 枠 　用　　高さ[        ]　　　　板厚[        ]　[製品名　　　　　　　](4)　杭 基 礎
　　・原則として梁の支柱の盛りかえは行わない。基礎・スラブ・躯体 18　21　24　27  30   普通 24 　4)　防錆処理　　□プライマー　　□亜鉛メッキ[□Ｚ１２　□Ｚ２７]杭 種 備 考材 料 施 工 法
　　・上記以外のセメントを使用する場合は工事監理者の指示による。 □建築図の特記仕様書による。2418　21　24　27  30   普通土間コンクリート (6)　耐火被覆 PC  (□Ａ種 □Ｂ種 □Ｃ種) 　□打撃[□油圧ﾊﾝﾏｰ　□ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾝﾏｰ]□ＲＣ　　□ＰＣ　

←回転圧入含む PHC (□Ａ種 □Ｂ種 □Ｃ種) 　□圧入　[先行掘削　□あり □なし]18　21　24　27  30   □ＰＨＣ　□ＳＣ　防水押さえｺﾝｸﾘｰﾄ (4)　その他
　□埋込 節  (□Ａ種 □Ｂ種 □Ｃ種)□ＰＲＣ　□節杭

※水セメント比の最大値　％　　□６５　□６０　□５５　□ □鉄筋の組立は適切な位置にスペーサーを使用し、組立後は形状保持のための養生を行う。 8．設備関係　□プレボーリングセメントミルク注入PRC (□Ⅰ種 □Ⅱ種 □Ⅲ種 □Ⅳ種)□Ｈ鋼　　□鋼管杭
※単位水量　kg/m3　□１８５以下　□ ※単位セメント量　kg/m3　□２７０以上　□ □コンクリートを２回打する部材は、初回の打設後に鉄筋の清掃を行う。

　□プレボーリング拡大根固め(認定工法)□先端羽根付鋼管  SC　tmm  □　　　　□ 　□特記以外の梁貫通孔は原則として設けない，設ける場合は設計者の承諾を得ること。※粗骨材　□砂利　□砕石　□高炉スラグ骨材　□人工軽量骨材　□再生骨材 □コンクリート打設前に工事監理者の検査を受け、不備なヶ所は修正を行う。
　　杭周固定液　□あり　　□なし□  鋼材 □ＳＳ400□ＳＴＫＲ400 　□設備機器の架台及び基礎については工事監理者の承諾を得ること。　　　　　最大径(ｍｍ)　□20　□25　□40 ※梁貫通補強筋は、別途図面による。　□中堀拡大根固め工法(認定工法)　　　□ＳＫＫ490 　□床スラブ内に設備配管等を埋め込む場合はｽﾗﾌﾞ厚さの1/3以下とし管の間隔を5cm以上とする。※混和材　□ＡＥ減水材　□高性能ＡＥ減水材　□躯体防止材[　　　　　　]　□膨張材[　　　　　　]
　□回転埋設根固め工法(認定工法) 　　令第129条の2の4の事項　　　　　□急結剤[　　　　　　]　□ 注）ＡＥ減水材は必要に応じ混和を可とする

 □場所打ち 　コンクリートＦｃ＝ 　□アースケーシング　□拡底杭 　拡底杭 　・建築物に設ける建築設備にあっては、構造耐力上安全なものとして、以下の構造方法による※計画供用期間の級[□一般(30,65,18N/mm2)　□標準(65,100,24N/mm2)　□(100,-,30N/mm2)] 7．鉄骨工事3 　コンクリート杭 　セメント量　　　　　Kg/m 　□リバースサーキュレーション  日本建築ｾﾝﾀｰ 　□建築設備（昇降機の除く）、建築設備の支持構造部及び緊結金物は、腐食又は腐朽の※調合強度は下記の両式を満足するものとする(補正値は工事費に含む) ΔF＝3N　　□行う　□行わない 　鉄筋　主　筋　ＳＤ 　□アースドリル　□ミニアース 　　認定 第　 　号 　　おそれがないものとする。□手堀F28≧Fc+T+ΔF+1.73σ　　F28≧0.85(Fc+T+ΔF)+3σ 　　　 ＨＯＯＰ ＳＤ 　□ＢＨ　　□深礎  　　年  月  日 (1)　鉄骨工事は指示のない限り下記による。［ 　□屋上からの突出する水槽、煙突、冷却塔その他これらに類するもの（以下「屋上水槽等」□機械堀
　□日本建築学会［ＪＡＳＳ６」「鉄骨精度検査基準」「鉄骨工事技術指針」(2)　コンクリートブロック(CB) 　　という）は支持構造部又は建築物の構造耐力上主要な部分に、支持構造部は、建築物の杭仕様　　□施工計画書承認　□杭施工結果報告書 ＳＬ塗布　□行う　□行わない 　□鋼材倶楽部「建築鉄骨工事施工指針」　　□Ａ種　　□Ｂ種　　□Ｃ種　　厚 □100,　　□120,　　□150,　　□190, 　　構造耐力上主要な部分に緊結すること。試験杭　　(□有・□無)　　(□打ち込み・□試掘)　　　　　　本 　□ 　□煙突の置く屋上突出部の高さは、れんが造、石造、コンクリートブロック造又は無筋コン(3)　鉄　筋 杭 径(拡 底 部)　(mm)種　　類 径 継手工法 備　　考長期支持力 ｋＮ 短期支持力 ｋＮ 終局支持力 ｋＮ 　　クリート造の場合は鉄製の支枠を設けたものを除き、90㎝以下とすること。
(2)　工事監理者の承諾を必要とするもの 　□煙突で屋内にある部分は、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さを5㎝以上とした鉄筋　　□ＳＤ295Ａ D10～D16 (         )□重ね継手　　□スパイラル　　□工場溶接
　□製作工場　　　　　□製作要領書　　　　□工作図　　　　□施工計画書 　　コンクリート造又は厚さが25㎝以上の無筋コンクリート造、レンガ造り、石造り若しくは

　　□ＳＤ345異形鉄筋 (         )□重ね継手　□溶接継手　□機械継手(　　級) 　□国土交通省告示第1103号による認定工場 　　コンクリートブロック造とすること。
　(全構協認定グレード　□Ｓ　　□Ｈ　　□Ｍ　　□Ｒ　　□Ｊ)　　□ＳＤ390 (         )□溶接継手　　□機械継手(　　級) 　□建築物に設ける給水、排水その他の配管設備（給湯設備を除く）は、
　□材料規格証明書または試験成績書 　　風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造とする。丸　　鋼 　　□ＳＲ235 □重ね継手　□溶接継手　□機械継手(　　級)
　□鋼材　　□高力ボルト　　□特殊ボルト　　□スタッドボルト 　□建築物の部分を貫通して配管する場合においては、当該貫通部部に配管スリーブを設ける

溶接金網 　　□JISG3551 □重ね継手 　□社内検査表 　　等有効な管の損傷防止のための処置を講ずること。6．鉄筋コンクリート工事
P□1275級 □重ね継手　　□スパイラル　　□工場溶接 　□管の伸縮その他の変形により当該管に損傷が生ずるおそれがある場合において、伸縮継手

（係員で協議する事）(3)　工事監理者が行う検査項目高強度せん断 　　又は可撓継手を設ける等有効な損傷防止のための処置を講ずること。□ 785級 K (1)　コンクリート
補強筋 (□印以外の項目の検査結果については，工事監理者に報告すること。) 　□管を支持し、または固定する場合においては、つり金物又は防振ｺﾞﾑを用いる等有効な地震※高強度ｺﾝｸﾘｰﾄ及びﾌﾟﾚｽﾄﾚｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ工事は別記特記仕様書による。□ 685級 URUD □現寸検査　　　　　　　□組立・開先　　　　　　　　□製品検査 　　その他の震動及び衝撃の緩和のための処置を講ずること。

　□コンクリートはＪＩＳ認定工場の製品とし施工に関してはＪＡＳＳ５による。 □建方検査　　　　　　　□溶接技量付加試験（係員の指示による） 　□法第20条第一号から第三号までの建築物に設ける屋上水槽等にあっては、平成12年建設省※溶接継手　　□ガス圧接合　　　□突合せ溶接(D16以下は重ねアーク溶接でも可) 　□セメントは，ＪＩＳ Ｒ５２１０の普通ポルトランドセメントを標準とする。 　告示第1389号により、風圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して構造耐力上安全なも
　□調合計画は，工事開始前に工事監理者の承諾を得ること。 (4)　接合部の溶接は下記によること 　とすること。使用箇所 備考種 類 現場溶接(4)　鉄　骨
　□寒中，暑中，その他特殊コンクリートの適用を受ける期間に当たる場合は，調合， 　□日本建築学会「溶接工作基準，同解説Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ,Ⅳ,Ⅴ,Ⅵ,Ⅶ,Ⅷ,Ⅸ」 　□給湯設備は、風圧、土圧並びに地震その他の振動及び衝撃に対して安全上支障のない構造図中無印；ＳＳ４００　 □有　□無 　　打ち込み，養生，管理方法など必要事項について，工事監理者の承諾を得ること。 　□日本建築学会日本建築学会「鉄骨工事技術指針・工事現場施工編」 　とすること。満水時の質量が15Kgを超える給湯設備については、地震に対して安全上支障のＨ鋼材

□有　□無図中○印；ＳＭ４９０　 　　フレッシュコンクリートの塩化物測定は，原則として工事現場で(財)国土開発技術 　□東京都アーク溶接工事管理基準 (建築構造設計指針第12章) 　ない構造として、平成12年建設省告示第1388号第5に規定する構造方法による事。鋼 材 　　研究センターの技術評価をうけた測定器を用いて行い，試験結果の記録及び測定器 　□鉄骨造等の建築物の工事に関する東京都取扱要網 (建築構造設計指針第12章)MSTL-0188　同等品□有　□無図中無印；ＢＣＲ２９５ ※「給湯設備」：建築物に設ける電気給湯器その他の給湯設備で、屋上水槽等のうち給湯設備コラム
　　の表示部を一回の測定ごと撮影した写真（カラー）を保管し承諾を得る。測定検査 　　　　　　　　に該当するものを除いたもの。□有　□無鋼　板ＳＮ４９０Ｃ 　　の回数は，通常の場合，一日一回以上とし，一回の検査における測定試験は，同一 　※アーク溶接に使用する溶接棒、ワイヤ及びフラックスは母材の種類・寸法・溶接条件

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ □有　□無 　　試料から取り分けて３回行い，その平均値を試験値とする。 　　に相応したものを選定する。　□ＡＢＲ400　□ＳＳ400 9．工事現場施工　□構造体コンクリート現場の圧縮強度試験供試体(ＪＡＳＳ5Ｔ－603)は，現場水中養 　※ガスシールドアーク溶接に使用するシールドガスは溶接に相応したものとする。
(5)　ボルト 　　生，または現場封かん養生とし，採取は打ち込み工区ごと，打ち込み日ごととする。 　※スカラップ形状　　□スカラップ工法　　□ノンスカラップ工法 □調合等　　２８日材齢圧縮強度（特記なき場合は３０Ｎ／ｍｍ2　以上とする。）□柱底均しモルタル　　□高力ボルト □普通ﾎﾞﾙﾄＦ10Ｔ　□ＴＣﾎﾞﾙﾄＦ10Ｔ大臣認定品(S10T MBLT-9010及び同等品) 　　また，打ち込み量が150m3をこえる場合は150m3ごとまたは，その端数ごとに一回を 　※溶接手法及び管理について、使用する溶接ワイヤー、入熱量及びパス間温度等の仕様 □施工箇所、工法及び材料

2※耐火鋼部分には、専用高力ボルトを使用する事。 施　工　箇　所 工　　法 材　　料□溶融亜鉛メッキ高力ﾎﾞﾙﾄＦ8Ｔ 強度Ｎ／ｍｍ　　標準とする。一回に採取する試験体は，１台の運搬車から適当な間隔をおき、その 　　については鉄建協または全構協の仕様で、専任の管理技術者により管理を行うこと。
□Ａ種 □Ｂ種（全面後詰め工法）□ □無収縮モルタル 普通モルタル高力ボルトすべり係数試験　　□要　□否 　　必要本数を採取する。なお，試験体の数量は，特別な指示無き場合は，一回当たり
□Ａ種 □Ｂ種（全面仕上げ工法）□ □無収縮モルタル 普通モルタル　　□普通ボルト　□SS400 　　９本以上とし，そのうち４週用に３本用いる。 (5)　接合部の検査

注)　Ａ種は柱建込に先立ち、ﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄ中心部に硬練りﾓﾙﾀﾙ等を所定の高さに塗付け柱建込み後、無収縮ﾓﾙﾀﾙを圧入。
　　□アンカーボルト・・・詳細は構造図による　      ※溶接部検査(受入検査)　□行う　　□行わない 　　　Ｂ種は柱建込みに先立ち、ﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄ中心部に硬練りﾓﾙﾀﾙ等を所定の高さに塗付け柱建込み後、全面に行きわたる

ようにﾓﾙﾀﾙ詰込み。　　大臣認定柱脚　□使用する　　□使用しない ※試　験 ①骨材[□塩分含有量　□アルカリシリカ反応性　]　□行う　□行わない 　※受入検査を行う第三者機関は、□建築主　□設計者　□工事監理者　□工事施工者 ただし、ﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄが300mm角程度以下の場合は、ﾓﾙﾀﾙを所定の高さに平滑に仕上げておき、柱を建込む。　　□スタッドボルト・・・詳細は構造図による ②フレッシュコンクリート[□スランプ　□空気量]　□行う　□行わない 　　(元請)との直接契約による。
③躯体のせき板取外し時期決定圧縮試験　□行う　□行わない(6)　ＡＬＣパネル 　※第三者検査機関は(社)日本溶接協会によるＣＩＷ検査事業者認定種別における超音波 10．その他④コンクリートコア抜き取り圧縮試験　　□行う　□行わない　　使用ヶ所　　□床　　　□屋根　　□外壁　　□内壁　 　　探傷検査部門の認定を取得した事業者とし、当該工事の鉄骨製作向上の社内検査を
⑤マスコンクリートのひび割れ照査(温度応力解析)　□行う　□行わない　　厚　　さ　　□75(80)　□100　　□120　　□150　　□175 　　行っていない事業者とする。 　□諸官庁への届出書類は遅滞なく提出すること。
⑥躯体コンクリートの２８日圧縮試験の公的機関使用　□する　□しない　　外壁取付工法　□縦　[□ｽﾗｲﾄﾞ　□ﾛｯｷﾝｸﾞ]　□横　[□ｶﾊﾞｰﾌﾟﾚｰﾄ　□ﾎﾞﾙﾄ止] 　※受入検査は目視による外観検査と超音波探傷検査とする。 　□各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い工事監理者に報告すること。

　□新築　　　　　　□増築　　　　　　□増改築　　　　　　　□改築

　  □　　　　　　　　　　　　　　　　　□　　　　　　　　　　　　]木質工事特記仕様書

   　設計地耐力　　長期　　　kN/㎡　短期　　　kN/㎡  終局  　　kN/㎡－

梁・ﾌﾞﾚｰｽ・ﾀｲﾊﾞｰ

□50　　□60　　□100　 □150　 □400

１２００

２ （1.75ｍ及び2.25ｍ部各１本）

０１
NOSCALE

(1)　工事名称　　北方太郎　様邸　新築工事

(5)　主要用途　　　専用住宅
　地下　　　階　　　　地上　２　階　　　　塔屋　　　階

18　以下

18　以下

50 100

　　 建築場所　　北海道
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２０２０

　ＤＥＳＣＲＩＰＴＩＯＮ
北方太郎　様邸新築工事

株式会社 設計事務所
一級建築士　大臣登録〇〇〇〇号　　〇　〇　〇　〇
一級建築士事務所　北海道知事登録〇〇〇〇号

構　造 ＳNOSCALE

０２

構　造　設　計　条　件

構造設計条件

１）　耐震等級（構造躯体の倒壊防止） 等級３等級１ 等級２品質確保等級

２）　耐震等級（構造躯体の損傷防止） 等級１ 等級２ 等級３

３）　その他（地震に対する構造躯体の倒壊等防止及び損傷防止）

免震建築物

４）　耐積雪等級 等級１ 等級２ 該当なし

５）　耐風等級 等級１ 等級２

６）　劣化対策等級 等級１ 等級２ 等級３

令８２条各号及び令８２条の４に定めるところによる構造計算（ルート１）●検　　証　　法

許容応力度等計算（ルート２）

保有水平耐力計算（ルート３）

時刻歴応答解析

地　　耐　　力 ｋＮ／㎡許容地耐力基　礎　深　さ
基　　礎　　形　　状

長　　期 短　　期（捨コンクリ－ト天端）

布基礎 ＧＬ―　　　　ｍ

ＧＬ―　　　　ｍ

専用住宅

用　途

Ｎ／㎡

小　梁　用 柱・大梁・基礎用 地　震　用室　　名 ス　ラ　ブ　用 備　　考積　載　荷　重

(積雪荷重含) 屋　根

2N/m cm積　雪　荷　重 長　　　　　期 垂直積雪量　ｄ
2 2N/m N/m cm短　　　　　期 単　位　重　量

ｄ＝α・ｌｓ＋β・ｒｓ＋γ

ｄ＝　　：垂直積雪量（単位メートル）

α、β、γ：区域に応じて告示第１４５５号の当該各欄に掲げる数値

α＝ β＝ γ＝

ｌｓ＝　　：区域の標準的な標高（単位メートル）

ｒｓ＝　　：区域の標準的な海率

（区域に応じて告示第１４５５号のＲ欄に掲げる半径（単位キロメートル）の円の面積に対する

　当該円内の海その他これに類するものの面積の割合をいう）

　なお、垂直積雪量を特定行政庁が定める場合には、その値以上とする。

　特定行政庁による定め　　　有　　　　無

多雪区域の

雪おろし 有（垂直積雪量が　　　ｃｍを超えた場合は雪おろしを行うこと）

tZ= R =地　震　荷　重 １．０振動特性係数地 震 地 域 係 数

o第 種地盤 C =２ ０．２標準せん断力係数
地　盤　種　別

Ｔ　＝　　　　　ｓｅｃc K=０．６ 地　下　震　度

Ｔ　＝　　　　　ｓｅｃ設計用一次固有周期

2
2速 度 圧 ｑ　＝　０．６・Ｅ・Ｖ  (N/m )0風　　圧　　力

2Ｅ　＝　Ｅ　　・Ｇ　 ；国土交通大臣が定める風速への影響係数r f
α

bＥ　　＝　１．７・（Ｚ　／Ｚ　） ：ＨがＺ　以下の場合の平均風速の高さ方向分布係数r Gb
α

G brＥ　　＝　１．７・（Ｈ／Ｚ　） ：ＨがＺ　を越える場合の平均風速の高さ方向分布係数

450 0.2Ｚｂ＝　　　ｍ　　ＺＧ＝　　　ｍ　　α＝2.5

地表面粗度区分 ●

Ｈ；建物高さと軒高の平均

Ｇｆ；ガスト影響係数

Ｖｏ；国土交通大臣が定めるその地方の風速

風力係数 ：　ＨがＺ　以下の場合bZ
２α

b bＫ　　＝（Ｚ　／Ｈ） ：　ＨがＺ　を越え、地盤面からの高さＺがＺ　以下の場合bZ
２α

b bＫ　　＝（Ｚ／Ｈ） ：　ＨがＺ　を越え、地盤面からの高さＺがＺ　を越える場合Z

 a ：　風向に対する見付幅（Ｂ）と２Ｈのうち小さな数値

土　圧　係　数 A K =土　圧　係　数 AK =0.5

ＧＬ― m設計地下水位設計地下水位

ＧＬ― m凍　　上　　線凍　　上　　線

地　盤　状　況

積雪荷重

住宅床 １８００ １８００ １３００

※基礎深さは建設地の凍結深度に留意する

※布基礎を採用する場合、地耐力３０ｋＮ／㎡以上であることを確認する

　３０

●

地盤調査報告書を添付し、

地耐力等の調査状況を示す

５０ １００

２９４０ ２９４０ ２９４０ １４７０

　６００

K  = 1.0

●

●

●

●

0.8

２９４０ １４０

１４７０

０．９

０．６０
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北方太郎　様邸新築工事

構　造 ＳNOSCALE

０３木質工事特記仕様書１

レレ

見え掛りレ

（２）土壌処理

□造膜型、　□含浸型、　・部位（　　　　　　　）

（３）耐候処理（塗装）

　　準とし、処理方法は日本しろあり対策協会の標準仕様書に準じる。

注：処理範囲は、外周部布基礎の内側、内部布基礎の周辺２０ｃｍ、束石等の周囲２０ｃｍを標

□土壌処理省略 □北海道　□東北　□北陸

　以上の効力を有するものとする。

　特記無き場合は、日本しろあり対策協会または日本木材保存協会認定品、あるいはこれと同等

□防蟻薬剤による処理：薬剤（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

その他
水周り

使用部位
土台

9mm

　木質工事特記仕様書（１）

ＳＤ20構造用製材

品　名 区分、等級 その他含水率部　位 樹　種

の日本農林規格によること。

官房官庁営繕部監修・木造建築工事標準仕様書」に準ずる。

１．指示書（現場説明書及び質疑回答書）

本項の内容は特記無き限り、針葉樹の構造用製材及び広葉樹の製材及び枠組壁工法構造用製材等

（１）針葉樹の構造用製材、広葉樹の製材、枠組壁工法構造用製材

2.1　木質材料

２．材料の品質

・構造用合板はできるだけ大きい寸法のものを用いる。

施工者は、各種工事の試験・検査結果ならびに施工記録を提出する。

工事に先立ち、製作要領書や施工計画書を作成し、監理者の承諾を受ける。

工事に先立ち各種の施工図を作成し監理者の承諾を受ける。また、必要に応じて接合部のモック

有した製作工場及び木工技能者を選定し、監理者の承諾を受ける。

（８）製作工場の選定、承諾

本仕様書は建築物および工作物の構造上主要な部分に木材を用いる工事に適用する。

（１）適用範囲

設計図書に記載なきものは「住宅金融公庫監修・木造住宅工事共通仕様書」及び「国土交通大臣

（３）標準仕様書

設計図書とは本仕様書、設計図、指示書（現場説明書および質疑回答書を含む）をいう。

（２）設計図書

１．一般事項

４．標準仕様書

３．本仕様書

２．設計図

（９）各種試験・検査報告書の提出

設計図書に基づき、当該工事の規模、加工内容に応じた技術と設備を備え、かつ自主管理能力を

アップの作成を行う。プレカット工場を使用する場合には、プレカット図を施工図と位置づける。

（７）施工図及びプレカット図の提出

（６）製作要領書及び施工計画書の作成・提出

設計図書の優先順位は下記による。

（４）設計図書の優先順位

疑義を生じた場合や工法の提案を行いたい場合には監理者に申し出、その処理方法について協議

する。

（５）疑義

上記の仕様書に記載なき場合は、公共規格かこれに準ずる規格を適用する。

は適用項目を示すものとする。レ

〇

レ

・設計図中の特記による・溶融亜鉛メッキ　・JIS H 8610・JIS B 1180レ

・溶融亜鉛メッキ　・JIS H 8610・JIS B 1180 ・設計図中の特記による

レ

レ

レ

・電気メッキ・炭素鋼

・炭素鋼

レ

レ

レ

レ

EP-Fe/Zn　5/CM2MFZn -C

・木栓はナラ・ケヤキ・カシ等で気乾比重0.6以上の広葉樹とし、節や目切れ等の欠点の無い

ＺＮ釘

種　類 材　質

・ｽﾃﾝﾚｽ鋼

ＳＮ釘

ＧＮ釘

ＢＮ釘

ＣＮ釘

Ｎ釘

３．材料品質の検査方法

ここでいう接着接合とは、建設現場で用いるものを対象とし、内容は特記による。

する。検査の結果、性能を満たさない材料については適用箇所を変更する等の措置を行うこと。

て、適時抜取り検査を実施する。社内検査で試験本数や抜取り率の指定がない場合は原則全数と

監理者に報告する。また監理者の立会いを要する検査については、指定された試験要領に基づい

　現場または加工工場に搬入された製材等は、加工に先立ち下記の要領で受け入れ検査を実施し、

（６）接着剤（接着接合）

・

（ラグスクリュー）

コーチスクリューボルト

（４）ドリフトピン、コーチスクリューボルト、ジベル、シアプレート、木栓

(JIS G 3507)

(JIS G 3141)

(JIS G 3131)

・材質は鋼、ステンレス鋼、非金属。径と長さの組み合わせは　　　　　　参照。「JIS B 1180」

適　用

表面処理

種　類

種　類

（２）ボルト、ナット

表面処理、部品等級など

・設計図中の特記による

適用、形状、その他材　質種　別

・溶融亜鉛メッキ

・

・

・SS400

引寄せ金物

鋼材

その他の金物

Ｃマーク

Ｚマーク

（５）接合金物、鋼材

適　用　径

・電気メッキ

M3～M36

M3～M20

・SUS304ステンレスボルト

全ネジ六角ボルト

有効径六角ボルト

・SS400

・SS400

M3～M36呼び径六角ボルト

材　質

M12～M24アンカーボルト

ものとする。

・座金は用途ごと（引張、せん断）に下表により使い分ける。

材　質 表面処理、その他

・電気メッキ

・電気メッキ

・電気メッキ

φ64、φ102

M12～M24

適用径・長さ

φ9～φ19

φ9～φ19・SWRCH10R

・

・堅木

・SS400

・SS400

木栓

シアプレート

スプリットリング

適　用　径

ドリフトピン

8070603530

706050353025

664.5

140120907060

125105806050

139 96

2420161210

3.2

40

3.2

4.5

3.2

45

40

4.5

8ボルト径に対する座金の大きさ

丸座金の直径

丸座金の直径

角座金の一辺

角座金の一辺

厚さ

厚さ

せん断を受けるボルト

引張を受けるボルト

・角座金・丸座金

・電気メッキ

形状・表面処理　その他

M8～M24・SPCC

・SPHC

材　質

座金

（３）座金

コースレッド

ＺＮ４５～９０

ここに示すファスナーや接合金物などは、木質構造の接合部に適用する。ファスナーや接合金物等

に錆を生じるおそれのある場合は適切な防錆処理を施す。鋼材の表面処理は特記による。

2.2　ファスナー

・鉄

シージングインシュレイション

ファイバーボード

石膏ボード用

耐力壁、床板、屋根

3.05 mm

GNF25～GNF125

BN25～BN125

CN25～CN150

使用箇所　頭部／胴部の形状適　用　径

N19～N150

・真鋳

・ｽﾃﾝﾚｽ鋼

・軟鋼線材

特殊ネジ

木ネジ

（１）くぎ、木ネジ、特殊ネジ

標準メッキ処理は、溶融亜鉛メッキ：　　　　、電気メッキ：　　　　　　　　とする。
SD20

SD20

SD20

20

20

20

100

100

100

100

100

100100

100

100土台

柱

えぞまつ等

えぞまつ等

レ

レ

レ

木口記入

木口記入

木口記入

レ

レ

検査後

〇 〇 〇 〇監理者

社内

検査後

検査後

〇

〇 〇 〇

〇 〇

レ
レ

レ

レ
レ

レ

2ml/m300

JIS Z 2101

　　　日本しろあり対策協会または日本木材保存協会の認定品とする

　　　・　塗布　　・　吹付　　・　浸漬　（処理量　　　　　、─処理回数2回）

・現場処理（注：給排水用塩化ビニル管に接する部分は、管を保護する）

　　　ＡＱ認証保存処理材：　　　　　　１種　　２種　　３種

　　　ＪＡＳ保存処理材　：　　Ｋ５ 　　Ｋ４　　Ｋ３　　Ｋ２

・工場処理材（注：現場の加工、切断、穿孔箇所等は、現場処理に準じる）

・高耐久材の使用（注：製材の心材あるいは心持ち材又は集成材）

木栓など ・樹種、曲げ強度、比重

・材質、径、形状、仕上げ

・材質、径、形状、仕上げ

・材質、径、長さ、仕上げ

・材質、径、長さ、仕上げ

・材質、径、仕上げ

シアープレート

スプリットリング

コーチスクリューボルト

ドリフトピン

座金

（数値は％を示す）

の確認

(JAS)表示

日本農林規格

立会い目視検査

・材質、形状、仕上げ、製造所

４．耐久性（防腐・防蟻・耐候処理）

場合には、その内容を監理者に申し出、承諾を得る。

その他の金物

引き寄せ金物

・材質、形状、仕上げＣマーク金物

・材質、形状、仕上げ

・設計図書等に明記された接合金物であることを確認する。同等認定品や性能認定品を用いる

・材質、形状、仕上げ

木栓曲げ試験

含水率測定は、乾燥作業直後に行う。
　準ずる。

・動的曲げ試験の判定基準は日本農林規格の針葉樹の構造用製材、合板、パネル、の強度区分材に

　一部材の中から抽出し、木材の試験方法（　　　　　）に準ずる。

・全乾重量法や静的曲げ試験は１荷口につき確認する試験本数を示す。試験体は実際に使用する同

　を用いて測定することを原則とする。

　場にて行う。含水率計は住木センタ－認定品を、曲げヤング係数は全国木材組合連合会の認定品

・含水率やヤング係数は刻印された表示の確認を原則とし、全乾重量法や動的曲げ試験は公的試験

・材種・等級は表示を確認し、外観・寸法検査は日本農林規格に準じて行う。

・監理者欄の〇は立会い検査が必要であることを示す。　

　確認を実施する。

場合には、その主旨を監理者に申し出、承諾を得ること。また必要に応じて立会いによる性能

（２）構造用集成材、構造用単板積層材(LVL)

樹種、品名、強度、材面の品質、接着性能、ホルムアルデヒド放散量

・設計図書に明記されたファスナーであることを確認すること。同等性能のファスナーを用いる

確認の方法確認項目

表示の確認

確認の方法確認項目

（３）ファスナー

ファスナーの種類

ミルシートの写し

・材質、径、長さ、仕上げ

・材質、径、長さ、仕上げ

・材質、胴・頭径部、長さ、仕上げ

ボルト・ナット

木ネジ類

くぎ

材　料

パネル

構造用

合板

構造用

ＬＶＬ

構造用

集成材

構造用

書等の写し

製造工場の認定

強度、ホルムアルデヒド放散量

強度、曲げ性能、板面の品質、接着耐久性、ホルムアルデヒド放散量

樹種、曲げヤング係数、水平せん断、接着性能、ホルムアルデヒド放散量

寸法、数量

寸法、数量

部材、断面、長さ、数量

部材、断面、長さ、数量

（１）針葉樹の構造用製材、広葉樹の製材、枠組壁工法構造用製材

確認の方法確認項目

表示の確認

確認する
確認者

（１）木材の防腐・防蟻処理

接合金物

ミルシートの写し

・材質、形状、仕上げ、溶接鋼材

Ｚマーク金物

（４）接合金物

仕　様

〇

〇

監理者

社内

監理者

社内

含水率測定

部　材
材種 外観 寸法

検査検査等級
表示 含水率

計

プレーナー仕上プレーナー仕上

レ

レ

レ

レ

レ

レ

0.4

・ねじ込みを容易にするためや、損傷させないために潤滑油を用いてもよい。

　ない。

・コーチスクリューは先孔にレンチなどで回しながら挿入し、ハンマーなどで打ち込んではなら

　　　　　　　　　　（長さはネジ部の長さと同寸とする。）

　　　　　　　　　　その他の樹種・・・・・・・ネジ径の　～　％

・ネジ部の先孔の径：比重　 以上の樹種・・・ネジ径の　～　％

・胴部の先孔の径は胴部と同径とし、長さも胴部と同寸とする。

　ずる。

・コーチスクリューの配置間隔、縁距離および端距離、使用する座金は同じ胴部径のボルトに準

・構造耐力上主要な部分において、コーチスクリューを引き抜き方向に抵抗させることは避ける。

60

６．接合

５．木材の加工

（dはボルト径）・ドリフトピンの穴径：ｄ±0ｍｍ

・ボルト穴径：ｄ+1.5ｍｍ（ｄ≦M12）、ｄ+2.0ｍｍ（ｄ≧M16）

　　材長：　□　±5ｍｍ以下　　　□　（　　　　　　　　）

　　長辺：　□　±1.5％かつ±5ｍｍ以下

　　短辺：　□　±1.5ｍｍ　　　

・集成材、構造用単板積層材

　　□　ボルト接合工法の場合　　　：　±5ｍｍ以下

　　□　軸組工法の継手仕口の場合：　±1.5ｍｍ以下

・構造用製材、枠組み壁工法用構造製材の材長

　　□　図面表示が仕上がり寸法の場合：　＋1.5ｍｍ、－0ｍｍ以下

　　□　図面表示が挽き立て寸法の場合：　±1.5ｍｍ以下　　　

・構造用製材、枠組み壁工法用構造製材の断面寸法　 

（dはボルト径）

（dはボルト径）

56

1.0ｄ0.8ｄ

0.8ｄ0.6ｄ

1110

7040

70

（５）コーチスクリュー接合

・ねじ込みを容易にしたり、損傷させないために潤滑油を用いてもよい。

・ねじ込みには適切な道具を使い、ハンマーなどで打ち込んではならない。

　　　　　　　　　　（先孔の深さは、主材へのねじ込み深さの２／３程度とする。）

　　　　　　　　　　広葉樹・・・主材　　　、側材　　

・木ネジの先孔の径：針葉樹・・・主材　　　、側材　　

・小口面にねじ込まれた木ネジは、引抜き方向に抵抗させることはできない。

・構造耐力上主要な部分において、木ネジを引き抜き方向に抵抗させることは避ける。

・小口面に打たれた釘は、引き抜き方向に抵抗させることはできない。

・構造耐力上主要な部分において、釘を引き抜き方向に抵抗させることは避ける。

・構造用面材を耐力壁とする場合の釘打ち方法は「昭和　年建設省告示　　号」による。

　の圧力を弱めるか、最後は手打ちを用いるなどの方法による。

・自動釘打ち機を使用する場合は、面材に釘がめり込まないようにする。そのために、釘打ち機

・釘に錆を生じるおそれのある場合は、適切な防錆処理を施す。

・１ヶ所の釘の本数は２本以上とする。

・釘の長さは材厚の２．５倍以上とする。

・釘は材の繊維に対して乱に打ち、割れを生じないように端距離、縁距離、釘間隔を大きく取る。

　については再度締め直しを行う。

・一度締め付けたボルトについても、木材の収縮によるボルトの緩みをチェックし、緩んだもの

・締め付けを完了したボルトは、ねじ部がナットから２山以上突き出ていることを確認する。

　を完了する。

・ボルトの締め付けは、座金が部材にめり込む程度とし、めり込み音が発生した時点で締め付け

・ボルト接合部付近に節・目切れなどの欠点がある場合は、ボルト本数を適切に増加する。

　ことを確認する。

・締め付けに先立ち、ボルトの長さ、材質、呼び径、座金等が施工箇所に適しているものである

（４）ボルト接合

（３）木ネジ接合

（２）釘接合

　子板ボルトや木栓など、引張り抵抗をする補強部材を併用する。

・仕口、継手の各部に作用する応力を考慮し、部材の引き抜けが生じないように、原則として羽

・採用する方法は監理者の承諾を得る。

　による。

　法用の一般的な適用慣例に従う。一般的な適用慣例については、９．軸組構法接合部標準仕様

・仕口、継手の方法は構造図による。特記無き場合は　１．（３）標準仕様書に示された在来工

（１）仕口、継手の原則

　ものについては再度締め直しを行う。

・一度締め付けた併用ボルトについても、木材の収縮によるボルトの緩みをチェックし、緩んだ

・ドリフトピンは孔に密着させる。

・ボルトやコーチスクリュー等と併用し、ドリフトピンの変形にともなう部材の開きを防止する。

　□梁：（　　　）　mm

　□柱：（　　　）　mm

（４）面取り

 □製材　　　化粧材：　　　　　　　　野物材：　　　　　　　　板材：

（６）ドリフトピン接合

製材に背割りのある場合、曲げ材は断面の弱軸と背割りの方向を一致させる。

（１）刻み時の注意

（３）表面仕上げ

（２）加工寸法の精度（下記の値を標準とする）

レ

レレ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レレ

レ

レ

レ

　　□　施工者自主検査記録の提出〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

　　に監理者に報告し対応策を協議する。

　　はがれ等に注意を払い、不具合が発生した場合は是正する。補強の必要がある場合は速やか

　　工事中に発生するボルトの緩み、ファスナーおよび接合金物に影響する材の割れ、接着面の

・最終確認

　　□　施工者自主検査記録の提出〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

　　□　接合金物の施工状況　　□　その他〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

　　□　防腐・防蟻処理　　　　□　材料の加工寸法検査　　　　□　ファスナーの施工状況

・建方後の施工状況の検査

　　□　施工者自主検査記録の提出〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

　　□　目視による精度確認　　□　計測機器による精度確認　　□　材料の加工寸法検査

・建方時の立会い検査

　　□　施工者自主検査記録の提出〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

　　□　目視による精度確認　　□　計測機器による精度確認　　□　材料の加工寸法検査

・地組み時の立会い検査

　　□　施工者自主検査記録の提出〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

　　□　目視による精度確認　　□　計測機器による精度確認　　□　アンカーボルト径、間隔

・アンカーボルト施工時の立会い検査

（７）施工状況の検査

・建方精度に不具合が発生した場合は速やかに監理者に報告し対応策を協議する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□〔　　　　　　 　　　　 　　〕

　　　　　階高　　　　　　　　　　　　　　　：　□－5mm≦△H≦+5mm

　　　　　通り芯からの誤差　　　　　　　　　：　□±3mm以下　　□〔　　　　　〕

　　　　　柱据え付け面の基準高さからの誤差　：　□±3mm以下　　□〔　　　　　〕

　　□柱据え付け面の高さ及び位置

　　　　　　　　　　　　　　　□　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

　　□建物のわん曲　　　　：　□　e≦L／2500mm　かつ　e≦25mmレ レ

　　　（節点間のレベル差）　　□　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

　　□梁の水平度　　　　　：　□　e≦Ｌ／  700+ 5mm　かつ　e≦15mmレレ

　　　　　　　　　　　　　　　□　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

　　□建物の倒れ　　　　　：　□　e≦H／2500+10mm　かつ　e≦50mmレレ

・建方の精度基準は下記による。　

（６）建方精度

　　□通り芯からの誤差　　　　　　　　　：　□±3mm以下　　□〔　　　　　〕レ

・土台の穴あけはコンクリート打設後、ボルトの通り芯からのずれを実測してから行う。

・アンカーボルトはダブルナットとする。　□適用除外　〔　　　　　　　　　　　　　　　〕

・アンカーボルトは鉄筋等を用いて組立て、適切な補助材で固定しコンクリートの打ち込みを行う。

・芯出しは、型板を用いて基準墨に正しく合せて適切な機器等で正確に行う。

（５）アンカーボルトの施工

　　□　施工時の安全性に対する検討書の提出　　　□　施工時荷重条件の通知

対しては、必要に応じて仮設補強等の処置を施す。

柱に大きな引張力を与えるなどの場合は監理者の承諾を受ける。また、強風などによる諸外力に

建方作業中および作業後、横架材上に諸材料または機械などの重量物を積載する場合、あるいは

（４）施工時の安全性

養生、安全対策などについて検討し、建方計画書としてまとめる。

アンカーボルトの施工方法、建方スペース、建方機械、搬入・仕分け、地組み、足場計画、建方、

　　□　建方計画書の提出　

（３）建方計画

発生するため避ける。　　　□　集積場の確認　  〔　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

や降雨に対する保護としてシート養生を行う。ただし、エアコンの効いた室内は乾燥による割れが

集積の際は適当な受け台などを設け、材にねじれや曲がりの損傷を与えないように注意する。降雪

（２）集積・保管

　　□　輸送計画書の提出　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

な検討を行う。また、輸送時に製品の品質を損なわないようにする。

製品の輸送に当たっては、建方計画に支障がないように、道路状況、現場作業手順等を考慮し十分

（１）輸送計画

７．運搬・建て方

・使用材料および使用方法は構造図によるものとし、監理者の承諾を得る。

（１０）その他の方法による接合

　て接合部に要求される耐力と耐久性が立証された場合はその際の作業条件を標準とする。

・接着剤を用いた接合を行う手順は、接着剤製造業者の推奨する接着仕様に従うとし、実験によっ

・接合部の耐力は、使用材料および使用方法に適した接着性能の試験を行い確認する。

（９）接着接合

　の仕様に基づき、接合両材の間が密着するように締め付ける。

・羽子板ボルト、ひら金物、短冊金物、かね折り金物および箱金物などの取り付けは、それぞれ

（８）既成金物の接合

　は再度締め直しを行う。

・接合材は十分圧着させる。木材の収縮によるボルトの緩みをチェックし、緩んだものについて

　際して割れを生じないよう、ジベルの種類に応じた断面と余長をもたせる。

・木部材は接合部付近の割れ、節、目切れなどの欠点に注意し、彫込み・打ち込みまたは圧入に

（７）ジベル接合

レ

ＳＤ20構造用製材

SPF-SⅡ

樹　種
品　質

材　面

性　能

接　着

放　散　量

ホルムアルデヒド

水平せん断性能区分

曲げヤング係数区分

等　級

品　名

構造用集成材

や接合部に欠点が当たらないように加工する。

含水率は平均含水率とし下地材等に用いる場合でも含水率Ｄ25以下であることを確認する。

記入無き梁桁、母屋、タル木等の曲げ材のうち、見えがかり材は目視等級材の甲種２級、

主要構造部には機械等級区分製材を用いることを原則とする。

見えない部分の木材は甲種３級とする。その他は乙種２級とする。

材の曲がりについては、上記にかかわらず目視等級１級相当とする。

強度等級を指定した材料は特に、材料の欠点の節、目切れ等に注意して材料を選定し、仕口

乾燥の際背割りを行う。但し見えがかり部・相欠き部材・構造用合板の釘接合面には行わない。

環　境 F****

レ

レ

レ

部　位

構造用集成材

対象異等級構成
環　境 F****

（２）構造用集成材、構造用単板積層材(LVL)

本項の内容は特記無きかぎり構造用集成材及び構造用単板積層材の日本農林規格によること。

梁・桁

二次部材

レ

べいつが 外観目視等級区分　甲種構造材　２級

構造用製材 ＳＤ20

べいつが等

外観目視等級区分　甲種構造材　２級

外観目視等級区分　甲種構造材　２級

特類

特類

F****

C－D F****　－　２級

C－D　－　

厚（巾×長） 放　散　量

ホルムアルデヒド

　－　

　－　

寸法(mm)接　着

耐久性
部　位 品　名

品質

板面

合板１級

曲げ性能基準

等級

強度

12mm構造用合板

（３）構造用合板、構造用パネル

本項の内容は特記無きかぎり構造用合板及び構造用パネルの日本農林規格によること。

屋根

耐力壁

２級

構造用合板

特類C－D　－　２級 　－　構造用合板 F****床

耐力壁、床板、屋根

□（　　　） □（　　　）□K2
□K2□(   ) □（　　　）

□（　　）
□（　　）

レ□K2
□

塗布レ

□K2レ

使用材

□（　　　）□（　　）
□（　　）

工場処理剤 現場処理剤

□ｽﾌﾟﾙｰｽ･ｴｿﾞﾏﾂ等
　構造用合板

外周下部1ｍ
柱・耐力壁・筋かい・胴縁

間柱・振れ止め

筋交い・小屋筋交い

たるき・繋ぎ材

柱
同一等級構成 Ｆ２７０

Ｅ　８５

Ｅ　９５

Ｆ２７０
梁・桁材・大引・母屋

構造用集成材
環　境 F****土台

Ｆ３４５同一等級構成

Ｅ１０５

※　併記の樹種は同等材として使用可とする

28mm

□ﾍﾞｲﾋﾊﾞ

とどまつ

えぞまつ

ｽﾌﾟﾙｰｽ
からまつ

ベイヒバ

えぞまつ

からまつ
とどまつ

ｽﾌﾟﾙｰｽ

□防蟻薬剤による処理と同等以上の対策　（　　　　　　　　　　　　　）
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　木質工事特記仕様書（２）

・逆せん断の補強として羽子板ボルト等を併用すること。

３．一方を片持ち梁とする場合：レベル差を設け渡り腮掛け

　許容せん断耐力を算出して安全性を確認すること。

・既製品の場合は金物メーカーの許容せん断耐力の値を用い、特注品の場合は構造計算で

２．せん断力が母材全断面の３割を超える仕口：梁受け金物

大入れ蟻掛け

羽子板ボルト 柱

男木男木

度
3 程

h
2

あご

女木女木

　もよいが、そうでない場合は男木のせいの２／３程度の顎をかける。

・男木の梁せいが女木の２／３以下の場合か、仕口直下に柱がある場合には、大入れとして

・逆せん断と引張の補強として羽子板ボルト等を併用する。

・長期荷重時のせん断力の向きを考慮し女木と男木を決める。

１．せん断力が母材全断面の３割以下の仕口：（大入れ）蟻掛け

（３）横架材どうしの仕口

　確認する。

・やむを得ず柱の継ぎ手を設ける場合は、曲げと軸力による複合応力の検定を行い安全性を

・伝達できるＭやＴは母材全断面の２割以下と考えること。

（２）柱の継手

ドリフトピン

尻挟み継ぎ 鋼板挿入

金輪継ぎ追掛け大栓継ぎ

材幅の3～
3.5

倍

・伝達できるＭやＴは母材全断面の２割以下と考えること。

　　　　　　　　　　　　　：追掛け大栓・金輪・尻挟み継ぎ、鋼板挿入ドリフトピン接合

２．曲げ応力や引張力を負担する継手

男木

女木
女木 男木

アンカーボルト

柱短冊金物

腰掛け鎌継ぎ

継手位置

男木
男木

女木女木

台持ち継ぎ腰掛け蟻継ぎ

・柱からの持ち出し位置は、連続梁の長期荷重の反曲点付近とする。

・逆せん断と引張の補強として短冊金物等を併用すること。

・長期荷重時のせん断力の向きを考慮し女木と男木を決める。

・せん断力が大きい場合は台持ち継ぎとする。

１．曲げ応力や引張力を負担しない継手：腰掛け蟻継ぎ、腰掛け鎌継ぎ

（１）横架材同士の継手

８．軸組構法接合部の標準仕様

ひら金物 小屋梁

ボルト（M12標準）
小屋束

もや

傾ぎ大入れほぞ差し

　プレート止めとする。

・短ほぞ差しの場合、風圧力による引張力の補強として、かすがい２本又はひら金物又は山形

・短ほぞ差し又は長ほぞ差し込み栓止めとする。

（７）小屋束の上下端部

・Ｚマーク鋼製火打ち又は同等品としてもよい。

傾ぎ大入れほぞ差し＋ボルト締めとする。

（同等認定品）・角材を用いる場合の端部は、
筋かいプレート

（６）火打ち、方杖

・平12建告1460号の例示仕様又は同等品とする。

（５）筋かい端部

短冊金物

小胴付きほぞ差し

かね折り金物ほぞ差し

傾ぎ大入れ

・梁受け金物以外の仕口には、引張の補強として短冊金物やかね折り金物等を併用すること。

３．通し柱と胴差し：小胴付きほぞ差し、傾ぎ大入れほぞ差し、梁受け金物

ほぞ差し
寄せ

ほぞ差し
寄せほぞ差し扇ほぞ差し 落とし蟻

襟輪小根

必要耐力を有するＺマーク金物等を併用すること。落とし蟻の場合は、ＨＤ金物を用いる。

・短期の引張力に対しては、平12建告1460号、Ｎ値計算又は許容応力度計算により、

（但し、柱勝ちの場合、落とし蟻又は土台をて寄せほぞ差しとする。）

　　　：土台同士は襟輪小根ほぞ差し又は寄せほぞ差し、柱脚部は扇ほぞ差し又は寄せほぞ差し

２．土台の出隅入隅部

山形プレート止め
込み栓止め

＋
長ほぞ差し短ほぞ差し

山形プレート
横架材

横架材
柱

必要耐力を有するＺマーク金物等を併用すること。

・短期の引張力に対しては、平12建告1460号、Ｎ値計算又は許容応力度計算により、

１．柱の上下端部：短ほぞ差し、長ほぞ差し込み栓止め

（４）柱と横架材の仕口

（クレテック金物）
渡り顎掛け

梁受け金物の例

片持ち梁

P2

e2P2

E2P2 P2

E1

P1E1
P1 E2

P2

E2

E2P2P1
E1 E2

E2
E2

E1P1E1

E2
P2

E2

E1P1P1E1 E1
E1 P2

P2E2

E2

E2

P1P1E1

4d
3dP2

1.5d（荷重非負担側）

4d（荷重負担側）1.5dかつP2/2

場合は以下の数値とする。t/d>6E2繊
維
直
交
方
向

特記による。特記のない1.5dt/d≦6

5dt/d>6

3d～5d2≦t/d<67dP1

3dt/d=2

4d（荷重非負担側）
7dE1

繊
維
方
向

7d（荷重負担側）

繊維直交方向繊維方向

加力方向

（d：ボルト径、t：主材厚）
（１１）ボルトの最小間隔及び最小端あき距離

8d5dP2

8d5dE2繊
維
直
交
方
向

10d12dP1

10d15dE1繊
維
方
向

方　向方　向

繊維直交繊　維

加力方向

（d：釘径）
（１０）釘の最小間隔及び最小端あき距離

・上下横架材に深さ3mm程度大入れ＋斜め釘上部ほぞ差し、下部突き付け＋斜め釘

（９）間柱と横架材

半欠き根太
軒桁

転び止め

ひねり金物

垂木
根太彫り

・風の負圧の補強：許容応力度計算により必要耐力を有するひねり金物等を取り付ける。

・捶木：横架材に捶木道を掘り、転ばし根太と同様に止める。
たる き みち

根太が縦長角断面の場合、斜め釘２本＋転び止め

・転ばし根太：根太が正角断面の場合、横架材に脳天釘止め

・半欠き根太：横架材に大入れ腮掛け＋斜め釘

（８）根太、捶木と横架材

・落とし込み根太：横架材に大入れ or 根太掛け＋斜め釘

柱

間柱

ホールダウン

金物

910

A-40 A-70 A-70 A-40
土台

150150

筋違い
90×45

アンカーボルトM12

90

アンカーボルトM12
アンカーボルトM16

1
5
0

150

土台

基礎

アンカーボルトM12

150

3
6
0
m
m

1
1
2
m
m
(
7
d
)

A60,A70

1
0
0
m
m

1
0

1
0

φ 16

R32(2d)

6
0
0
,
7
0
0

埋
込

位
置

埋込位置のマークを確認する。

アンカ－ボルト用角座金  W 9.0×80
丸座金 RW 9.0×90

□
8
0

φ
9
0

φ
18

9  W 9.0×80

φ
18

9  RW 9.0×90

以
上

中心のポイント

アンカーボルトの定着のチェック方法

A.BOLT　Ｍ16　Ｚマーク表示金物(A－60～100 ＨＤ金物用)～埋込長さ360mm以上

A.BOLT　Ｍ12　Ｚマーク表示金物(A－40)＠2,700内外～埋込長さ250以上

１．最大＠２０００以内毎に設置

アンカーボルト　12φ L=380(JIS B 1180 強度区分4.6を満足する炭素鋼)

２．土台の継手及び仕口ヵ所の上端部に設置

３．すじかい、構造用合板耐力壁の取り付く両端部　柱面位置から１５０ｍｍ以内に設置

　（埋込マークの中心ポイント）

（１２）ホールダウン配置要領

木質工事特記仕様書２
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構　造
基礎伏図　基礎リスト

4
5
0

1-D13

150

450

4
5
0

1-D13

150

1
5
0

1
0
0

断熱材3種bA t100
押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ

1
5
0

1
0
0

L2

L2

L2

L2
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特記事項

Ｍ16ホールダウンボルトを表す。

(ｶｯｺ)内は埋め込み長さを表す。(　)

Ｍ12アンカーボルトを表す。

基礎梁は全てFG1とする
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　ＤＥＳＣＲＩＰＴＩＯＮ
北方太郎　様邸新築工事

株式会社 設計事務所
一級建築士　大臣登録〇〇〇〇号　　〇　〇　〇　〇
一級建築士事務所　北海道知事登録〇〇〇〇号

０６１階柱・１階床伏図
1/100 構　造

Ｓ

特記事項

G

C

偏平柱設置方向を示す

特記なき柱はC1とする。

梁(大引)を示す。断面、材質は下表参照

特記なき梁はG1とする。

記号 部位 材質

土台を示す。断面、材質は下表参照

１階柱を示す。断面、材質は下表参照

柱C1

繋ぎ材 105×45

(外観目視等級区分甲種２級ｴｿﾞﾏﾂ･ﾄﾄﾞﾏﾂ)を示す。

※隅柱は、引抜金物により通し柱と同等以上の耐力を有する補強とする。

断面ｻｲｽﾞ(mm)

大引

土台 E105F345ﾍﾞｲﾋﾊﾞ

G

D

N75@150以下の間隔で梁組に打ち付け
根太および受材なし

アンカーボルト配置要領

１．最大＠２０００以内毎に設置

(JIS B 1180 強度区分4.6を満足する炭素鋼)

２．土台の継手及び仕口ヵ所の上端部に設置

３．すじかい、構造用合板耐力壁の取り付く両端部

　　柱面位置から１５０ｍｍ以内に設置

一般部床構面：構造用合板28㎜を
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アンカーボルト　12φ L=320

PW12 PW12

鋼製束（YR-3045L)　@900以内  

□同等材として使用できる樹種

同一記載間の樹種は同等として使用することができる

①えぞまつ・とどまつ・からまつ・スプルース

②ベイヒバ・ヒバ・ヒノキ
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２０２０

　ＤＥＳＣＲＩＰＴＩＯＮ

株式会社 設計事務所
一級建築士　大臣登録〇〇〇〇号　　〇　〇　〇　〇
一級建築士事務所　北海道知事登録〇〇〇〇号

北方太郎　様邸新築工事

1/100 構　造
Ｓ

(***)

G

梁天端レベルを示す。(基準ﾚﾍﾞﾙ桁±0)

C

偏平柱設置方向を示す

梁を示す。断面、材質は下表参照

部位 材質

柱

記号

C1

特記事項

はり

はり

はり

はり

はり

はり

はり

はり

はり

G1

G2

G3

G4

G5

G6

G7

G8

G9

３階柱を示す。断面、材質は下表参照

断面ｻｲｽﾞ(mm)

105 × 120

105 × 150

105 × 180

105 × 210

105 × 240

105 × 270

105 × 300

105 × 330

E95F270ﾄﾄﾞﾏﾂ

E95F270ﾄﾄﾞﾏﾂ

E95F270ﾄﾄﾞﾏﾂ

E95F270ﾄﾄﾞﾏﾂ

E95F270ﾄﾄﾞﾏﾂ

E95F270ﾄﾄﾞﾏﾂ

E95F270ﾄﾄﾞﾏﾂ

E95F270ﾄﾄﾞﾏﾂ

１階柱を示す。

(外観目視等級区分甲種２級ｴｿﾞﾏﾂ･ﾄﾄﾞﾏﾂ)を示す。

繋ぎ材 105×45

特記なき梁、桁は105×105(Ｅ95Ｆ270ｴｿﾏﾂ･ﾄﾄﾞﾏﾂ)とする

※隅柱は、引抜金物により通し柱と同等以上の耐力を有する補強とする。

N75@150以下の間隔で梁組に打ち付け
根太および受材なし

２階柱・２階床伏図
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２階柱・２階床伏図　　　S=1/100
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105 × 360

105 × 390

105 × 420

105 × 450
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G
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G
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一般部床構面：構造用合板28㎜を

※梁接合金物はすべてＪ２とする

□同等材として使用できる樹種

同一記載間の樹種は同等として使用することができる

①えぞまつ・とどまつ・からまつ・スプルース

G
3

G
3
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　ＤＥＳＣＲＩＰＴＩＯＮ
北方太郎　様邸新築工事

株式会社 設計事務所
一級建築士　大臣登録〇〇〇〇号　　〇　〇　〇　〇
一級建築士事務所　北海道知事登録〇〇〇〇号

1/100 構　造
Ｓ

G
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G1
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(***)

G

梁天端レベルを示す。(基準ﾚﾍﾞﾙ桁±0)

C

偏平柱設置方向を示す

梁を示す。断面、材質は下表参照

部位 材質記号

特記事項

はり

はり

はり

はり

はり

はり

はり

はり

はり

G1

G2

G3

G4

G5

G6

G7

G8

G9

３階柱を示す。断面、材質は下表参照

　※木材はJAS規格品とする

小屋束 105×105
(外観目視等級区分甲種２級ｴｿﾞﾏﾂ･ﾄﾄﾞﾏﾂ)を示す。

上

下

(外観目視等級区分甲種２級ｴｿﾞﾏﾂ･ﾄﾄﾞﾏﾂ)を示す。

小屋筋かい　18×105

(外観目視等級区分甲種２級ｴｿﾞﾏﾂ･ﾄﾄﾞﾏﾂ)を示す。

火打ち金物　Zﾏｰｸ同等品

垂木-母屋・桁接合部はN90打ち（打ち込み深さ30mm以上）

吊り子留め

断面ｻｲｽﾞ(mm)

105 × 120

105 × 150

105 × 180

105 × 210

105 × 240

105 × 270

105 × 300

105 × 330

E95F270ﾄﾄﾞﾏﾂ

E95F270ﾄﾄﾞﾏﾂ

E95F270ﾄﾄﾞﾏﾂ

E95F270ﾄﾄﾞﾏﾂ

E95F270ﾄﾄﾞﾏﾂ

E95F270ﾄﾄﾞﾏﾂ

E95F270ﾄﾄﾞﾏﾂ

E95F270ﾄﾄﾞﾏﾂ

E95F270ﾄﾄﾞﾏﾂ

２階柱を示す。

105 × 105

特記なき梁、桁は105×105(Ｅ95Ｆ270ｴｿﾏﾂ･ﾄﾄﾞﾏﾂ)とする

(E95F270ｴｿﾞﾏ･ﾄﾄﾞﾏﾂ)を示す。

小屋ﾀﾙｷ 45×100@450

母屋 105×105＠900

鉄　スクリング釘　♯9x90＠450働き幅300

小屋伏図  屋根伏図

小　屋　伏　図　　　S=1/100 屋　根　伏　図　　　S=1/100
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※梁接合金物はすべてＪ１とする

□同等材として使用できる樹種

同一記載間の樹種は同等として使用することができる

①えぞまつ・とどまつ・からまつ・スプルース
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株式会社 設計事務所
一級建築士　大臣登録〇〇〇〇号　　〇　〇　〇　〇
一級建築士事務所　北海道知事登録〇〇〇〇号

北方太郎　様邸新築工事

Ｓ構　造

記号 材質

C1

凡例

G 片筋違45x90を示す

特記なき梁・胴差・桁はG1とする

ﾀｽｷ掛け筋違45x90を示す

特記なき柱はC1とする

小屋筋かい18x105を示す
壁倍率2.5（耐力壁）

構造用合板t=9を示す
壁倍率3.7（耐力壁）

【木柱の有効細長比】

断面二次半径　i＝h/√12　→　105/3.464 = 30.31使 用 柱寸法　　　105x105

断面ｻｲｽﾞ(mm)

G1

G2

G3

G4

G5

G6

G7

G8

G9

E85F270ﾄﾄﾞﾏﾂ

E95F270ﾄﾄﾞﾏﾂ

E95F270ﾄﾄﾞﾏﾂ

E95F270ﾄﾄﾞﾏﾂ

E95F270ﾄﾄﾞﾏﾂ

E95F270ﾄﾄﾞﾏﾂ

E95F270ﾄﾄﾞﾏﾂ

E95F270ﾄﾄﾞﾏﾂ

E95F270ﾄﾄﾞﾏﾂ

E95F270ﾄﾄﾞﾏﾂ

105 × 105

105 × 105

105 × 120

105 × 150

105 × 180

105 × 210

105 × 240

105 × 270

105 × 300

105 × 330

D E105F345ﾍﾞｲﾋﾊﾞ 105 × 105

軸組図
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▽設計GL

▽1.FL
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▽軒高

▽最高高

1,800 1,800 900 1,800 1,800 2,700 3,600 900 1,800

柱 の  高 さ　　　H=2,730 λ＝Ｈ／ｉ＝2730/30.31＝91 < 150  ∴ＯＫ

構造用合板t=9を示す

構造用合板t=9を示す

（非耐力壁部）

柱を示す。断面、材質は右表参照

梁を示す。断面、材質は右表参照

G3 G3 G3

G7 G3

Ｙ０１通り軸組図　　1/100 Ｘ０１通り軸組図　　1/100
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  必要壁量（地震力）   必要壁量（風圧力：Ｘ方向）   必要壁量（風圧力：Ｙ方向）

床面積 係数 必要壁量 見付面積 係数 必要壁量 見付面積 係数 必要壁量

   

   

  
 

 合計  合計

 判定値  判定値

１階必要壁量の計算　［面積（㎡），壁長・壁量（ｍ）］
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北方太郎　様邸新築工事

Ｓ構　造1/100

7
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5
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1
0
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2
,
7
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1
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4
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▽設計GL

▽1.FL

▽2.FL

▽軒高

▽最高高

1,800 1,800 900 1,800 1,800 2,700 3,600 900 1,800

①

②

③

④

6,70011,200

2
,
8
3
5

2
,
3
5
0

2
,
8
3
5

2
,
3
5
0

Ｙ方向対象見付面積　　1/100 Ｘ方向対象見付面積　　1/100

① 11.20×2.350＝26.320㎡

② 11.20×2.835＝31.752㎡　

③ 6.70×2.350＝15.745㎡

④ 6.70×2.835＝18.9945㎡

２階：26.320㎡

１階：26.320＋31.752＝58.072㎡

２階：15.745㎡

１階：15.745＋18.9945＝34.740㎡

見付面積算定　必要軸組量算定

判定値 判定値 

合計 合計 
 

  

   

   

必要壁量係数見付面積必要壁量係数見付面積必要壁量係数床面積

必要壁量（風圧力：Ｙ方向）  必要壁量（風圧力：Ｘ方向）  必要壁量（地震力）   

２階必要壁量の計算　［面積（㎡），壁長・壁量（ｍ）］

0.33

0.21 68.04

 68.04

15.745

34.740

26.320

58.072

14.289

22.454

 7.8730.50

0.50

 7.873

14.289

17.370

0.50

0.50

13.160

13.160

29.036

14.289

29.036

22.454

17.370

29.036
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株式会社 設計事務所
一級建築士　大臣登録〇〇〇〇号　　〇　〇　〇　〇
一級建築士事務所　北海道知事登録〇〇〇〇号
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構　造 Ｓ

(ﾛ)　当該軸組長さ(m) (ﾊ)=(ｲ)×(ﾛ)　軸組長さ(m)
軸組の長さ(m) (ｲ)

1　　階 2　　階 1　　階 2　　階
軸組の種類 倍　率

Ｘ方向 Ｙ方向 Ｘ方向 Ｙ方向 Ｘ方向 Ｙ方向 Ｘ方向 Ｙ方向

木づりを柱及び間柱の片面に 0.5(1)
打ちつけたもの
木づりを柱及び間柱の両面に

1.0(2)
打ちつけたもの

(3) 1.5㎝ × 9.0㎝の木材 1.0

1.5㎝ × 9.0㎝の木材タスキ 2.0(4)

9㎜の鉄筋 1.0(5)

9㎜の鉄筋のタスキ 2.0(6)

3.0㎝ × 9.0㎝の木材 1.5(7)

3.03.0㎝ × 9.0㎝の木材タスキ(8)

2.04.5㎝ × 9.0㎝の木材(9)

4.5㎝ × 9.0㎝の木材タスキ 4.0(10)

3.09.0㎝ × 9.0㎝の木材(11)

5.0(12) 9.0㎝ × 9.0㎝の木材タスキ

建設大臣が認めたもの 0.5～5.0

2.5( ) ( )構造用パネル 9㎜
(13)

( )( )

( )( )

(1)(2)又は(13)の壁と(3)～(11)の おのおの
(14)

筋かいとの併用 （昭和56告示1100） の和 5.0

ｘ1 ｙ1 ｘ2 ｙ2

合　　　　　　　　　　　計

側端部分の軸組の検討

必 要 壁 量 壁量充足率の検討 壁率比の検討 偏心率の確認
位置階 方 向

充足
計 算 式 床 面 積 係　数 軸組長さ 結 果 判 定 結 果 判 定 結 果 判 定÷軸組長さ (小)÷(大)㎡ ｍ／㎡ ｍ 率値

Ｘ方向
 1.575  ×10.800 ÷ ＞ 1.0017.010

 1.575  ×10.800 17.010 ＞ 1.00÷ ＯＫ ÷ ≧ 0.50 ≦ 0.30

Ｙ方向
 6.300  × 2.700

 6.300  × 2.700

＞ 1.00÷17.010

＞ 1.00÷17.010 ÷ ≧ 0.50 ≦ 0.30ＯＫ

5.613
１　階

①
Ｘ方向

 1.575  ×10.800 ÷ ＞ 1.000.3317.010

②  1.575  ×10.800 17.010 0.33 ＞ 1.00÷ ＯＫ ÷ ≧ 0.50 ≦ 0.30

③
Ｙ方向

 6.300  × 2.700

④  6.300  × 2.700

＞ 1.00÷0.3317.010

＞ 1.00÷0.3317.010 ÷ ≧ 0.50 ≦ 0.30ＯＫ

5.613

5.613

5.613  5.613

 5.613

 5.613

 5.613

２　階
⑤

⑥

⑦

⑧

0.21

0.21

0.21

0.21

3.572

3.572

3.572

3.572

 3.572

 3.572

 3.572

 3.572

有効軸組長さの算出

階 方 向 位置

Ｙ方向

Ｘ方向

Ｙ方向

１　階 Ｘ方向

２　階
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２階耐力壁配置図　1/100

6,
3
0
0

1
,5
7
5

1
,
5
7
5

10,800

2,700 2,700

③

17.010㎡ 17.010㎡

④

1
7.

0
10

㎡

②

17
.0

10
㎡

①
◇ ◇ ◇◇◇

◇
◇

◇
◇

◇
◇

◇
◇

◇

◇

0.90

◇ ◇ ◇

0.90

0
.
9
0

0
.
9
0

1.80 1.80 0.90

0
.
9
0

1
.
8
0

0
.
9
0

◇0
.
9
0 ◇

1
.
8
0

◇0
.
9
0

は/はは/は

は/は

１階耐力壁配置図　1/100
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他

他

他

他

種別耐力壁量
ｍ

ｍ

0.00×2.0

0.00×2.0

0.00×2.0

0.00×2.0

45×90ｼﾝｸﾞﾙ t9構造用合板 45×90ﾀｽｷ
存在壁量 ｍ 合計 ｍ

≧

≧

≧

≧

（Ｅ）

（Ｆ）

（Ｃ）

（Ｄ）

14.289

14.289

22.454

29.036

金物の表記

備考

柱頭 柱脚

・　特記なき柱頭・柱脚は い とする

ろ/ろ 　品質性能試験報告書・　

　性能試験成績証明書・大臣認定書品で、

　引抜耐力以上のものであれば変更は可能とする。

・金物は同等 認定書・性能 認定書
0.00×2.5

0.00×2.5

1
.
8
0

1
.
8
0

 7.200  7.200

0.90

 3.600  3.600

1.80

1.80

 7.2000.00×2.5

0.00×2.5

1.80×4.0

1.80×4.0

 7.200

 7.200 7.200

⑥ 0.00×4.0

⑤ 0.00×4.0

⑧ 0.00×4.0

⑦ 0.00×4.0

② 0.00×4.07.20×2.5

① 0.00×4.0

④ 0.00×4.06.30×2.5

③ 0.00×4.0

1.80×4.0

0.90×4.0表－１ 軸組長さ算出表

　1.800 　1.800 1.8000.900  3.600  7.200 7.200  7.200

耐力壁配置図　柱頭柱脚金物配置図  軸組長さ算出表

に/に

に/に

に/に に/に

壁長

：柱

特記事項

※ 上図に記載なき部分(非耐力壁)の釘ピッチは上記の２倍(＠300)程度とする。

：t=9 構造用合板(倍率2.5) 山型釘打ち(N50＠150)
◇壁長

壁長

：45×90　すじかい(タスキ)(倍率4.0)

：45×90　すじかい(シングル)(倍率2.0)
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14.850 35.550

6.30×2.5

6.30×2.5

19.350

19.350 19.350

19.350 45.900

4.50×2.5 18.450 18.450 50.850

5.40×2.5 18.900 18.900 47.250

11.700 29.250

47.250

 7.200

35.550

3.600 3.600  7.200

12.600 31.500

45.900

存在壁量

17.100
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18.900 3.36
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0
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Ｙ方向

Ｘ方向



⑲　(4.5+0.5)×0.5+(2.5-2.5)×0.5-1.6＝0.90

0.90
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構　造 Ｓ1/100
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柱頭柱脚金物算定（Ｎ値計算） １２

① ② ③ ④ A B C D E F G H I

J K L

M N O

P Q R

S T

U

V W

X Y Z AA AB AC

Ｅ　2.5×0.5-0.6＝0.65

Ｋ　4.0×0.5-0.6＝1.40

Ｎ　4.0×0.5-0.6＝1.40

Ｐ　4.0×0.5-0.6＝1.40

Ｑ　4.0×0.5-0.6＝1.40

Ｙ　2.5×0.5-0.6＝0.65

1
.
8
0

1
.
8
0

1
.
8
0

1.80

Ａ　2.5×0.8-0.4＝1.60

Ｂ　2.5×0.5-0.6＝0.65

Ｃ　(4.5-0.5)×0.5-0.6＝1.90

Ｄ　(4.5-2.5+0.5)×0.5-0.6＝0.65

Ｆ　(4.5＋0.5)×0.5-0.6＝1.90

Ｇ　(4.5-0.5)×0.5-0.6＝1.40

Ｈ　2.5×0.5-0.6＝0.65

Ｉ　2.5×0.8-0.4＝1.60

Ｊ　(4.5-2.5-0.5)×0.5-0.6＝0.15

Ｌ　(4.5-2.5-0.5)×0.5-0.6＝0.15

Ｍ　(4.5-2.5+0.5)×0.5-0.6＝0.65

Ｏ　(4.5-2.5+0.5)×0.5-0.6＝0.65

◇0
.
9
0

◇

0
.
9
0

Ｒ　(2.5-2.5)×0.5-0.6＝0.00

Ｓ　(2.5-2.5)×0.5-0.6＝0.00

Ｔ　(2.5-2.5)×0.5-0.6＝0.00

Ｕ　2.5×0.8-0.4＝1.60

Ｖ　(2.5-2.5)×0.5-0.6＝0.00

Ｗ　2.5×0.5-0.6＝0.65

Ｘ　2.5×0.5-0.6＝0.65

Ｚ　(4.5+0.5)×0.5-0.6＝1.90

AA　(4.5-0.5)×0.5-0.6＝1.40

AB　2.5×0.5-0.6＝0.65

AC　2.5×0.8-0.4＝1.60

0.90 0.90

◇

0.90
⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨

⑩ ⑪

⑫ ⑬

⑭
⑮ ⑯ ⑰

⑱

⑲

④　(4.5-2.5+0.5)×0.5＋(4.5-2.5-0.5)×0.5－1.6＝0.40

③　(4.5-0.5)×0.5＋(4.5+0.5)×0.5－1.6＝2.90

⑥　(4.5+0.5)×0.5+2.5×0.5-1.6＝2.15

⑦　(4.5-0.5)×0.5+2.5×0.5-1.6＝1.65

⑧　(4.5-0.5)×0.5+2.5×0.5-1.6＝1.65

①　(4.5+0.5)×0.8＋2.5×0.8－1.0＝5.00

⑨　(4.5+0.5)×0.8＋2.5×0.8－1.0＝5.00

⑤　2.5×0.5＋2.5×0.5－1.6＝0.90

②　(4.5-0.5)×0.5＋2.5×0.5－1.6＝1.65

⑩　(4.5-2.5-0.5)×0.5＋(4.5-2.5-0.5)×0.5－1.6＝0.00

⑪　(4.5-2.5-0.5)×0.5＋(4.5-2.5-0.5)×0.5－1.6＝0.00

⑫　(2.5-2.5)×0.5＋(4.5-2.5+0.5)×0.5－1.6＝0.00

⑬　(2.5-2.5)×0.5＋(4.5-2.5+0.5)×0.5－1.6＝0.00

⑭　2.5×0.5-0.6＝0.65

⑮　4.0×0.5-0.6＝1.40

⑯　4.0×0.5-0.6＝1.40

⑰　4.0×0.5-0.6＝1.40

⑱　(2.5-2.5)×0.5-0.6＝0.00

0
.
9
0

0
.
9
0

⑳ 21

22 23 24 25

26

27

28 29 30 31 32 33 34 35

36

37

22　(4.5-4.5+0.5-0.5)×0.5+(2.5-2.5)×0.5-1.6＝0.00

23　2.5×0.5-0.6＝0.65

24　4.0×0.5-0.6＝1.40

25　(4.5-4.5+0.5-0.5)×0.5+(2.5-2.5)×0.5-1.6＝0.00

26　(4.5+0.5)×0.8+2.5×0.8-1.0＝5.00

27　(4.5-4.5+0.5-0.5)×0.5+(2.5-2.5)×0.5-1.6＝0.00

28　(4.5-2.5+0.5)×0.5-0.6＝0.65

29　2.5×0.5+2.5×0.5-1.6＝0.90

30　2.5×0.5-0.6＝0.90

31　2.5×0.5+(4.5-0.5)×0.5-1.6＝2.15

32　(4.5+0.5)×0.5+(4.5-0.5)×0.5-1.6＝2.90

33　(4.5-0.5)×0.5-0.6＝1.40

34　(4.5-0.5)×0.5+2.5×0.5-1.6＝1.65

37　4.0×0.5-1.6＝0.40

36　4.0×0.5-1.6＝0.40

35　(4.5+0.5)×0.8+2.5×0.8-1.0＝5.00

21　(4.5-2.5+0.5)×0.5+(2.5-2.5)×0.5-1.6＝0.00

⑳　(4.0-4.0)×0.5-1.6＝0.00

Ｙ方向

Ｘ方向
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性能表示基準の壁量計算表 １３
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１３床倍率計算①

Y09

Y09

Y01

Y01

X
0
1

X
1
6

X
1
6

１階

１階

２階

２階

Ｘ方向

Ｘ方向

Ｙ方向

Ｙ方向

表４　火打構面のチェック

耐力壁の存在
する通り階・方向 床区画の面積　　㎡ 火打本数

火打１本の
負担面積

㎡

火打材取付

横架材最小
の寸法

水平構面の仕様

（評価基準１－１(３)ホ③表の仕様番号）

床倍率

Ｙ０９

Ｙ０５

Ｙ０１

Ｙ０７

Ｘ１６

Ｘ１０

Ｙ０９

Ｘ１６

Ｘ０７

Ｘ０１

Y07

X
0
7

3,600 7,200

1
,
8
0
0

4
,
5
0
0

1,800 4,500 4,500

3,600 4,500 2,700

Y05

X
0
1

2
,
7
0
0

3
,
6
0
0

2
,
7
0
0

9
0
0

水平構面伏図・２階床　　1/100

水平構面伏図・小屋床　　1/100

X
0
4

X
1
0

Ｙ０１

Ｘ０１

Ｘ０４

3.60×3.60＋4.50×0.90＋2.70×3.60＝26.37

10.80×2.70＝29.16

1.80×6.30＝11.34

1.80×6.30＋2.70×3.60＝21.06

1.80×3.60＋2.70×6.30＝23.49

4.50×10.80＝48.60

1.80×10.80＝19.44

3.60×6.30＝22.68

7.20×6.30＝45.36

－ －

－

－

－

－ － －

－－－

－

－ － －

　８  2.43

 3.24

　７

１６

１５

 3.24

 2.84

Ｆ１

Ｒ１

105

105

105

105

７ 構造用合板24mm以上、根太なし直貼り４周釘打ち、N75＠150以下 3.0

3.0

火打金物、平均負担面積3.3㎡以下、梁せい105以上

７

２６ 0.3

火打金物、平均負担面積3.3㎡以下、梁せい105以上２６ 0.3

２３ 火打金物、平均負担面積2.5㎡以下、梁せい105以上 0.5

表３　耐力壁線のチェック
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床倍率計算②

構造耐力上主要な部分である継手又は仕口（１）

胴差

六角ﾅｯﾄM12羽子板ﾎﾞﾙﾄ

角座金(W4.5x40角)

六角ﾅｯﾄM12

角座金(W4.5x40角)

六角ﾎﾞﾙﾄM12

Ｊ１：大入れあり掛け+羽子板ﾎﾞﾙﾄ×１

Ｊ２：大入れあり掛け+羽子板ﾎﾞﾙﾄ×２

１５



※　 ●の壁． 筋違いを適用し、 筋違いの端部は筋違い端部詳細図を、 柱・ 横架材の仕口は柱・ 横架材仕口詳細図を参照する。

短ほぞ差し 短ほぞ差し 短ほぞ差し

平屋または最上階

その他の軸組端部の柱

短ほぞ差し 短ほぞ差し

長ほぞ差し
短ほぞ差し

長ほぞ差し

Ｌ 字金物 Ｌ 字金物
短ほぞ差し 短ほぞ差し

筋かい下部が

取り付く 柱の場合
左以外の柱の場合

筋かい下部が

取り付く 柱の場合
左以外の柱の場合

長ほぞ差し

Ｌ 字金物

羽子板ボルト
長ほぞ差し

Ｌ 字金物
短ほぞ差し

羽子板ボルト

短ざく 金物
長ほぞ差し

Ｌ 字金物
短ほぞ差し

羽子板ボルト

（ スクリュー釘なし）

長ほぞ差し

Ｌ 字金物 Ｖ字金物

長ほぞ差し

Ｌ 字金物

出隅の柱

金　 物

その他の部分（ ２ 階建ての１ 階部分）

Ｔ 字金物

（ ｽｸﾘｭー 釘なし）短ざく 金物

（ スクリュー釘なし） 金　 物金　 物金　 物

羽子板ボルト ・ 短ざく 金物

金　 物×２ 個

に

と

と

とち

り

ぬ

と

左以外の柱の場合

羽子板ボルト

短ざく 金物

長ほぞ差し

Ｌ 字金物

長ほぞ差し

Ｌ 字金物

ろ

ろ

ろ

は

に

ほ

筋かい下部が

Ｔ 字金物

Ｖ字金物

Ｖ字金物

長ほぞ差し

Ｌ 字金物

Ｔ 字金物

Ｖ字金物

Ｔ 字金物

羽子板ボルト

金　 物

金　 物金　 物

金　 物 金　 物金　 物

羽子板ボルト ・ 短ざく 金物

取付く 柱の場合

（ ｽｸﾘｭー 釘なし）

短ざく 金物Ｔ 字金物・ Ｖ字金物

ろは

は は

は

に

へ

と

と

ほ

ろ

ち

短ざく 金物

い い い い い

いいい

い い

ろろ

ろ ろ ろに に

柱の接合補強

柱の位置使用する

の種類 壁、 筋かいの種類

の木材の筋かい

壁､筋かい

木ずりその他これに類する

ものを柱及び間柱の片面ま

たは両面に打ち付けた壁

厚さ1. 5cm以上×幅9cm以上

の木材、 または径9mm以上

の鉄筋の筋かい

厚さ3cm以上×幅9cm以上

または9mm以上の鉄筋の筋

かいをたすき掛け

の木材の筋かいをたすき掛

厚さ4. 5cm以上の幅9cm以上

の木材の筋かい

厚さ3cm以上×幅9cm以上の

木材の筋かいをたすき掛

厚さ1. 5cm以上×幅9cm以上

の木材の筋かいをたすき掛

厚さ4. 5cm以上の幅9cm以上

壁倍率
筋違いの

端部

0. 5

1. 0

1. 5

2. 0

2. 0

2. 5

3. 0

4. 0

①

②

①

③

②

③

－

－

① ③

柱及び横架材を欠き込み、
それぞれに「 鉄丸釘65×5本」

N65釘5本(平打ち)

N65釘5本(平打ち)

筋違いプレート (BP)当て

各根平頭ボルト (M12)締め

釘打ち

1. 6厚以上の鋼板を介し、
・ 筋違いには「 12φボルト 」 及び

「 太め鉄丸釘65×3本」

・ 柱には「 太め鉄丸釘65×3本」

・ 横架材には「 太め鉄丸釘65×4本」

筋違いプレート (BP)当て

各根平頭ボルト (M12)締め

釘打ち

・ 筋違いには「 12φボルト 」 及び
2. 3厚以上の鋼板を介し、

・ 柱及び横架材には

「 4. 5φｽｸﾘｭー 釘50×7本」

「 4. 5φｽｸﾘｭー 釘50×5本」

長さ9cmの太め
鉄丸釘4本平打ち（ 柱）

長さ9cmの太め
鉄丸釘4本平打ち（ 横架材）

Ｖ字金物　 厚2. 3mm

長さ9cmの太め
鉄丸釘4本平打ち（ 横架材）

長さ9cmの太め
鉄丸釘4本平打ち（ 柱）

Ｖ字金物　 厚2. 3mm

※上記のＶ金物に替えて、 スリムプレート (CP-T相当)使用も可

厚4. 5mm、 40mm角の角座金

短ざく 金物　 厚3. 2mm

径12mmのボルト 締め
長さ50mm、 径4. 5mmの

厚4. 5mm、 40mm角の角座金

径12mmのボルト を溶接した金物

基　 礎

厚4. 5mm、 40mm角の角座金

長さ50mm、 径4. 5mmの

羽子板ボルト 厚3. 2mmの鋼板に

径12mmのﾎ゙ ﾙﾄ締め（ 柱） を介してﾅｯﾄ締め（ 横架材）

径12mmのﾎ゙ ﾙﾄ締め

径12mmのﾎ゙ ﾙﾄ締め(柱)

を介してナット 締め(横架)

羽子板ﾎ゙ ﾙﾄ厚3. 2mmの
鋼板に径12mmのﾎ゙ ﾙﾄを
溶接した金物

鋼板添え板に止め付けた

（ 横架材など）
径16mmのボルト

厚3. 2mm

径12mmのﾎ゙ ﾙﾄ2本（ 柱）

を介してナット 締め（ 横架材）

径12mmのﾎ゙ ﾙﾄ締め(柱)

ｽｸﾘｭー 釘打ち（ 柱）

羽子板ボルト 厚3. 2mmの鋼板に
径12mmのボルト を溶接した金物

ｽｸﾘｭー 釘打ち（ 柱）

基　 礎

短ざく 金物 厚3. 2mm

を介してナット 締め（ 横架材）

厚4. 5mm、 40mm角の角座金

羽子板ボルト 厚3. 2mm

の鋼板に径12mmのﾎ゙ ﾙﾄ
を溶接した金物

に へ

と り ぬ（ 下部）（ 上部）

長さ50mm、 径4. 5mmの
ｽｸﾘｭー 釘打ち（ 柱）

径12mmのﾎ゙ ﾙﾄ締め(柱)

ほ

ち

胴差

柱

胴差

柱

胴差

柱
長ほぞさし

込み栓

土台

柱

土台

柱
かすがい 短ほぞさし

土台

柱
込み栓

柱

土台

ＣＰ－Ｌ

L字型鋼板(CP-L)厚2. 3mm
柱及び横架材に太め鉄丸釘65×5本

短ほぞさし

い ろ は

（ 上部） （ 下部）

（ 平成１ ２年度国土交通省告示１ ４６ ０号による）

● 柱・ 横架材仕口詳細図

● 筋違いの種類、 仕口に応じた緊結方法一覧表

1. 5kNﾎー ﾙﾀ゙ ｳﾝ

10kNﾎー ﾙﾀ゙ ｳﾝ

15kNﾎー ﾙﾀ゙ ｳﾝ20kNﾎー ﾙﾀ゙ ｳﾝ15kNﾎー ﾙﾀ゙ ｳﾝ

25kNﾎー ﾙﾀ゙ ｳﾝ

20kNﾎー ﾙﾀ゙ ｳﾝ

15kNホールダウン

15kNホールダウン

15kNﾎー ﾙﾀ゙ ｳﾝ

15kNﾎー ﾙﾀ゙ ｳﾝ

長ほぞさし

ﾎー ﾙﾀ゙ ｳﾝ金物（ 耐力10kN）

上階が出隅の柱 上階が出隅の柱 上階が出隅でない柱

当該階が出隅の柱 当該階が出隅でない柱 当該階が出隅でない柱

（ ｽｸﾘｭー 釘なし）

構造用合板を打ち付けた壁

厚3. 2mm

鋼板添え板に止め付けた
※接合方法は（ と） に準ずる

径12mmのボルト 3本（ 柱）

径12mmのボルト ５ 本

径12mmのボルト 3本（ 柱）

厚3. 2mm

径16mmのボルト

径12mmのボルト 3本（ 柱）

厚3. 2mm

径16mmのボルト

ﾎー ﾙﾀ゙ ｳﾝ金物

径16mmのﾎ゙ ﾙﾄ(土台を除く )

厚3. 2mm

※接合方法は（ と） に準ずる

径12mmのボルト ４ 本

（ 耐力25kN）
（ 耐力20kN）

（ 耐力15kN） 厚3. 2mm

ﾎー ﾙﾀ゙ ｳﾝ金物（ 耐力15kN）

ﾎー ﾙﾀ゙ ｳﾝ金物（ 耐力15kN）

（ と） を２個

使ったもの

SCZ D

特記なき継手・ 仕口の構造方法は、 (財)住宅金融普及協会発行の木造住宅工事仕様書(最新版)による。

マーク品の他品質試験報告書、 性能試験成績証明書付きの物とすること。

特記　 ： 　 使用金物類は、 日本住宅・ 木材技術センターのＺ 表示金物相当品とする事。

● 面材軸組詳細図

大壁( 山型釘打ち) 床勝ち仕様大壁( 山型釘打ち)

横架材

間柱

柱

面材

横架材

横架材

間柱

柱

面材

横架材

床受材 30×45

継目受材 45×45 継目受材 45×45

(床下地材)
ある場合はその上から

床受材：  30×45を床下地材が

土台・ 横架材にＮ75＠

300以下で釘打ち

石膏ボード 12㎜以上

構造用石膏ボードＡ種 12㎜以上

構造用石膏ボードＢ種 12㎜以上

　

　

構造用合板

　 内面： 5㎜以上

　 外面： 特類 7. 5㎜以上

構造用パネル(OSB) 9㎜以上

面材の種類と厚さ

● 共通仕様

Ｎ50

＠150以下

＠150以下

ＧＮＦ 40

釘の種類

とピッチ

※

※

※

※　 屋外に面する壁又は常時湿潤状態となるおそれのある

壁(屋外壁等)以外に用いる場合に限る
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接合金物仕様書

● 筋違い端部詳細図 ● めり込み防止座金詳細図

② ＰＷ１２

かすがい

N値 0.0以下 N値 0.6以下 N値 1.0以下

N値 1.4以下 N値 1.6以下 N値 1.8以下

N値 2.8以下 N値 3.7以下 N値 4.7以下 N値 5.6以下
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